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We divided fourteen pedestrians using the artificial legs after being cut their 
limbs into ・the pedestrians with the arti五ciallegs, the thigb, the lower thigh and 
the groin, and then we took strobo・photographysabout their gaits. 
Observing every states of their gait on those photographs, we found several 
matters as following. 
1) On the states of gait, the more the cutting part of their legs are small 
or the more using term of their artificial legs are long, the more each pedestrians 
can go on foot. 
2) On the states of gait with the artificial lower thigh, they are, however, 

alike the states of normal gait, the footstep of arti五cialthings are merely large 
comparing with it in normal things, beside the bending of the sole of feet are not 
complete. 
Among of those pedestrians using the artificial lower thigh, there can be seen 
few persons who feel vacillation of gait for artificial lower thigh. 
3) On the artificial thighs, we can see the bending in the glueing part of 
artificial legs. 
The artificial legs form almost a straight line and in just like the movement 
of staff. 

4) Of the arti日cialgroins, they are completely alike the movement of staff. 
5) The movement of sta仔 isin. the mean between normal movement of thigh 
and lower thigh. 
6) Pointing out several matters how every gaits with arti五ciallegs are 
di古erentfrom normal gaits, we found a lot of margins for improvement on the 
artificial legs. 
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7) ¥rith marking method, examing of skillful υt unskillful in gait m;ing 

artificial legs, we tried it’s appraisal. 

1.緒言

2. 検査方法

目

3. 下腿義足歩行

4. 大腿義足歩行

E 緒言

ストロポ写真の応用によって著者山田は正常歩行

（日本整形外科学会雑誌第31巻第7号）及び敗行（京

都府立医大雑誌60巻，第4 ~； －， 昭31Jに就いて，その

歩行状態を分析討究したがp 更に吾々はー側下肢の一

部或いは全部を切断した従p 義足を使用して歩行する

ものを対象としてP ストロボ写真を撮りp その歩行状

態が切断の；＇；j;fむこよる差異，切断時の年令3 義足使用

期間，長！と＇！d；~L合の適否等に就いて検討を加えた．

2 検査方法

検査方法に就いては，ストロボ’っく1・υごよる歩行の研
究第l報で詳しく述べているがp 尚ここで要約すれば

1) 被検者にタイ九黒靴下を<;Jl~誌も白色鮮創if

を用い大転子P 膝関節外側中点，外腺部p 第5祉基部

に目標点を！、lI 「p その聞を白線で速ぐ．

2) 約1/10秒間隔にストロポを照明してP ストロポ

2了i'0（を撮る．

3) ストロボ写真より， I幅歩聞に於ける下肢各軸

の水平となす角川）の経時的 ItI変化を大腿p fM, 

足の3ケの 11-t曲線で表わす．

4) この曲線から Fourier級数を求めp 簡易表示

係数に配列する．

この際正常歩行平均の簡易表示係数と比較する必要

があるのも少し説明を加えるとp 正常歩行平均の簡

易表示係数は

大腿一札？），下腿3(-iD，足一9(-iDで
（ 〉外の数は軌の振幅中心の位置を表わし，この数

がより大となる｜時は，振幅の中心は大腿軌，下腿軸に

於ては正常より後方に傾きP 足車店に於ては正常より肢

側に傾き，費全が小となる時はその反対で、あろ．即ち

検査する下大腿事由；；，－＿ 1・大腿振幅中心は後方に傾く
の（ ）外の数ζ 1 ・ // // 前方に侍iく

検査する下腿輔さ 3 ・下腿振幅中心~：：民心に傾く
の（ ）外の数 ••• // // 1)lj万一に傾く

次

5.股義足歩行

6 総括及び考按

7.結論

検査する足!jirtJのh 口・・足の振幅中心は舷側に傾く
（ ）外の数 ζ ., ... // // 背側に傾く

主主に 1は5。に相当し，－ 1とは垂直より 5。×（ー1)= 

-5。R!lち水平線より 85。で，その部が大腿の仮幅中心

である．下腿の振幅中心は水平線より goo+ 50×3= 

105° にありp 足の振幅中心は水平線より90。ー5。×9

ニ~ ：； 勺 にある．

（ ）内は各軸の日 tI曲線の波形を表わすものでp

絶対値の大小は振幅の大小を表わ寸．例えば大腿の例

で （ 〕内の3は 5。×3=15。 で中心より前後に約

15°の振帽を示すものである．

5) 下肢｛＇－，. ~！iiiの棄却楕円（ 0楕円は大![,Jl, u楕円は

下腿p F楠円は足）は楕円内にあるものは正常でp 楕

円外にあるものは 5%の誤りはあるが路かに正常を逸

している．

3 下回義足歩行

下腿義足歩行者6例の下腿切断簡所p 使用i定E，義

足使用期間を11iWWとして掲げ，ストロポ写真＇ 11-t曲

線， ilir 弘 .＆~ 、i系 JI~か ら各人の歩行状態を検して見る．

症例1 イ；Jiん男J 66才（図 1) 

20才の時手ii、』退外限部以下を切断し，常用下腿義足

軽使式足関節固定を46年間使用しておる．

連事足側 ）~ Jl.J !J〕品川lfi'J ノ＼，振幅中心後方に傾しこ

れは推進が長〈遊脚期に移行し ·l'1fぃ （.＇.~である．下腿は

振幅正常p 振幅中心紛前方に傾く．足は録幅大p 振幅

中心は梢背側に傾く．足はE良から着床するが正常歩行

のようにほちに足尖が着床せず，着床するまでに時間

がかかる（このような足尖の山11；遅征を足軸の滞i降型

と名付けた）． 叉推進時に限の上り方が漸進的である

（この状態を足lli.fhの漸昇型と名付けた）．

｛建側・ 大11.J；，下腿共に 11 ： ·，：；~，足の振幅大で振幅中心

は柄背側に傾く．

症例2 ()hlf.，女J 20才 I閃2)

2才の時右下腿下 1/3の部にて切断し， ・，；（；用義足経

使式足関節固定を18年間使用しておる．
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症例3 平松男 32才（図3)

20才で右下腿下 1/3却にてUJHsl[l，常用下腿義足軽

便式足関節固定を12年間使用しておる．

藤）

義足側．大腿振幅僅かに大P 振幅中心正常p 下腿略

I t正常，足軸は漸降型で推進時床上を蹴ゐ ｝Jぶ弱いた

め倣屈が小く，従って振幅中心は背側に傾く．

鍵倶I］：大腿，下腿，足共に正常，足軸はii€.床期聞が

（伊図
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あるが，下腿は1;・1niキに暫時動かず膝関節中心に大腿

J込1iijjjに進む（この状態を下！Lil舶の法巡と ［九f.Jけた）．

症例4 二橋 男 37オ （図4)

23才で左下腿下 1/4l却を切断しp 常用下腿義足軽便

図 4 （二 橋）

義足側：大腿振幅梢大，膝が梢高〈挙って振幅中心

は梢前）jに傾く ．下腿振幅正常p 振1日中心的；＇::JjにMl

く．足の振幅も梢大きい．振幅中心は正常である．

健側；大腿3下腿p足共に振幅及び振幅中心は正常で
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30才で左下腿中央部を切断した．尚左股関節に160°

位に強直がある．常用下腿義足軽便式足関節固定を3

年間使尽しておる．

義足側：大腿は股関節強直があるた"/J；に振幅運動は

柄小で，振幅中心は前方に傾く．下腿捌扇梢大で，振

1p;\'j中心は正＇i ；·；，足は振幅fl~小でp 中心僅かに隊側に傾

く．足軸は漸昇型である．

健側：大腿は推進より遊脚に移行する際股関節の屈

曲がおくれ振幅梢大となり，振幅中心は後方に傾く．

下腿は振幅及び振幅中心共に正常．足は振幅大で振幅

中心はJ/.!!（側に傾きP 足軸は漸昇型である．

1］、括

以上の下腿義足歩行6例中，症例6は股関節強直を

合併しているJ向こ，他の5例とその歩行状態が異なる

ので，これを除外して其他の5例に就いて総括すると

表1及び表2のようである.NPち義足側では大腿の運

動は振I隔梢大で推進より遊脚に移行する際に股関節の

屈曲がおくれF 膝が挙上し難いがp 着床前には正常よ ／ 

り膝が高く挙る．大腿の振幅中心正常のもの3例p 後

方に傾くもの2例である．下腿の運動は振幅正常4

例P 振幅大であるもの 1例でこれは義足が足関節遊動

で足尖のゴムに故障があった．振幅中心正常3例P 前

方に似くもの l例p 後方に傾くもの 1例である．尚下

腿軸の法巡するものが 1例あった．足は義足が固定さ

ストロボ写真による義政歩行の研究

式足関節固定を14年間使用しておる．

義足側：大腿の振幅が梢大きし推進より遊脚に移

行する際の股関節の屈曲がおくれる．振幅中心は正

常．下腿は振幅及び振問中心正常であるが，下腿執は

逮巡する．足は振幅正常で振l隔中心は背側に伺きP 足

軸は漸降型である．

健側：各軸の振幅正常で振幅中心も正常であるがp

足の振幅中心のみが梢背側に傾く．

症例5 天野男 27才（図5)

20才で左下腿中央部を切断し，常用下腿義足普通遊

動（足尖ゴム投降したもの）を現在使用している．義

足使用期間は7年閲．

義足側：推進より遊脚に移行する際の股関節屈曲が

おくれるのと，着床直前に股関節の伸展がおそし膝

の屈曲が大きいのとでP 大腿の振幅は大となるが，振

幅中心は正常である．下腿の振幅もえ大となるが，振

幅中心は正常．是は振幅正常，振幅中心は背側に傾き

足軸は漸降型である．

健側：股関節に於て推進時より遊脚期に至る際p 屈

曲がおくれて大腿の振幅は梢大となるが，振幅中心は

正常でp 下腿振幅及び振幅中心は正常であるがp 下腿

軸に~巡がある．足の振幅正常，振幅中心は背側に傾

く．

症例6
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れているにも拘らずp振幅正常3伊ti，振幅大2仔1，その

中心は4例が背側に傾き， 1例が正常であった．着床

時限を支点として：；：：、くので足尖l土品川、1'zt＇［円に qミに着

く関係上，正常J河了伝のように日（着床任11'Lちに足尖の

着く事が少し足制：Ui斬降型となる．この0Wi降型のも

の4例あってP 尚その I例には着床時~I町降の後引続き

淘iJI.型となるものがあった．健側では大腿振幅梢大の

もの l例の他は全部正常でp 下腿も又振幅及び振幅中

心全部正常であった，）；，下 tM,liu1のヰj~.j ゐ 2 例あった．

；~j 場I 表示イ王者え
J;;定例（在） イ建例体） 正常歩行！
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足は振幅大が l例ある他殆んど正常でp 振幅中心は背

側に傾くもの3例で正常が2例であった．

4 大腿義足歩行

政行者に杖を使用させp その杖の）!JE動をストロボ写

l『Lにより分析すると，図7のようでかt曲線は正常歩

行の大腿と下腿の両曲線の中間の曲線で，その簡易表

示係数は 1 （~~ 6J で，これは大腿時の簡易表示係
( /0 0¥ 

以と下腿軸のiYl1易ムィ、係数の平均値τl-1 ¥3-1) 
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する．

大腿義足及び股義足の

大腿軸，下腿軸の運動は

この杖の運動に一致す

る．大腿義足歩行者で常

用大腿義足固定足遊動を

ストロ%写真による義肢歩行の研究
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歩行状態を検して見る．
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浜口男 68才

〔図8)

5才で左大腿下1/3部

を切断し＇ 63年間義足を

使；用しておる．

義足側：足を中心にし

て大転子点は振子運動を

して腰部は前進する．次

に遊1脚と同時に腰部はそ

れ以上前進することなく

直ちに大転子を中心とし

て足部が振子運動を起

症例1

しP 着床地点まで来て腰

を沈下させるのでP 足軸

は墜落状に着床する．大

腿軸，下腿車由は共に正常

の大腿軸運動に近似す

る．大腿の振幅正常，振

幅中心前方に傾く．下腿

軸は振幅小で振幅中心は

著しく前方に傾く．足軸

は振幅小で，振幅中心は

著しく背側に傾き墜落型

である．

健側：大腿の振幅正常

で振幅中，心は梢前方に傾

く．下腿は振幅正常， t振

幅中心梢前方に傾き，下

腿軸に逮巡がある．足は

正常である．
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図 7
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→十in任過
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使用しておる．

義足倶I］：大腿と下腿は一直線とな勺て，杖の運動に

似ている.Rilち正常歩行者の大腿の辺勤でもなく p 下

腿の迩動でもない．その中聞を行く迩動であるがp 正

常と比較して見ると大腿の振幅正常p 振幅中心は梢後

方に傾く．下腿は振幅小で振幅中心It1日1ljに傾く．足

は振幅著しく／］側に傾き海i降型である．

健側：大腿の振幅正常p 振幅中しは後方に傾く，下
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症例3 和国男 53才〔図10)

34才で左大腿下 1/3部を切断し， 19年間義足を使用

しておる．

義足側：膝関節に屈曲少なし義足装着音Gに軽度の

10 

腿及び足のt辰幅並に振幅中心は正常であるが，その歩

行中下腿軸が法巡する時があり p この時は足軸は漸昇

型でないが，下腿報bに建巡がない時は足軸は漸昇型で

ある．

図
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屈曲がある．義足全体としてノU：述動に似ているが＇ ffoj 
下腿巡動に偏している．大腿の娠中M正常で振幅中心は

後方にHi＜.下腿は振幅小で振幅中心は正：t,・.足は振
幅梢小さし振幅中心はffj背

筒毒~示 if, 数
~疋例法） イ連側協） 正常修行
久
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→ 4町量喝

健f則：大腿は］ ： ·，•；•； ，下腿は振幅正常p 振幅中心は梢

前方に傾きp ~1U！£の，£巡がある． 足は事責幅梢大で振幅

中心梢日正側に傾しこれは蹴り出す力が強い為である．

症例4 出口男 40才（図1l) 
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26才で右大腿上1/4部を切断し，義足を14年間使用

しておる．

義足側：！漆は屈曲せずp 義足は全体として杖の迩動

に似ている．大腿軸は僅かに振幅小で中心後方に傾

く．下腿輸は振幅著しく小で振幅中心儀かに前方に傾

く．足は漸降型で振幅梢小であるが振幅中心は正常で

ある．

健側：：大腿振幅梢大3 振幅中心正常，下腿正常，足

は振幅及振幅中心正常であるが淘i昇型である．

症例5 尾畑男 37才（図12)

34才で左大腿上1/3部を切断し＇ 3年間義足を使用

しておる．

義足側：膝部屈曲位を呈しp 義足装着部も軽度の屈

曲がある．義足は全体として杖の運動に似ている．大

腿軸は振幅梢大，振幅中心は梢前方に傾く．下腿軸の

振幅小，振幅中心は梢前方に傾く．足は仮幅小で振幅

中心は正常である．

震側：股関節を屈曲させず上休を長く前進させ；；；，の

で，大腿娠幅梢大で振町中心は正常下腿保問疋：札 振

幅中心は後方に傾く F ){I士11・，.；；；である．

小指

大腿義足は膝部一直線のものと儲かに屈曲f立のもの

とがあり，叉装着部に於て僅かに屈曲するものがあ

る．義足全体として杖の運動に類似するが，大腿運動

に偏するものと下腿運動に偏するものとがある．足は

3 91j，仮幅大な ~もの 2 初~＇振幅中心正常 3 f'liJてi)ij方

及び後方に傾くものが各l例である．下Jli/1』伝11：日は一般

に小で振幅中心正常なもの3例で前方及び後プjに傾く

もの各l例で透巡型が3例ある．足l土略l.rn：・；；；；である
が漸昇型2例で，これは腰部を高く挙げて義足の推進

を容易にする為である（表3及び表4). 

之を要するに，大腿義足装着の場合は下腿義足装着

の場合よりその健側に及ぼす影撃事は大であることが知

られろ．

5. 股義足歩行

常用代義足廻転台付固定膝関節固定足関節回定のも

の1(C'J, 51':関節遊動のもの2例の歩行状態を検して見

る．

症例1 清水男 51才（図13)

38才で右）股関節を恕断しP 足関節回定のものを13年

間使用しておる．

義足側： iU山 tプじ全に杖のj＇~jJilJ をす る．大腿と下腿

は一直線となっている〆九 大腿軸は正常より銀幅

小，振幅中心ttfを／jに傾きp 下腿軸Itjl刈11，＼小で銀幅中

心は前方に傾く．足は振幅小で振幅中心は梢背側にf噴

き漸降型である．

健側：大腿振l幅大，振幅中心正常p 下腿振幅正常，

振幅中心略正常であるが軽度の主主巡がある．足は振幅

著しく大きし娠幅中心は正常であるが漸昇裂であ

振市1;/J、で振幅中心は背側に傾しその I例に漸昇型が る．

ある．健側ではその運動区々であるが3 大腿振幅正常 症例2 奥野男 42才（図14)

表 3 大腿義足装着歩行による簡易表示係数

I I浜口 iE 中西｜亜和田 lw出口 IA瓦瓦｜ 正常
装｜毒｜イ~-D I 0 ( -~ 6) I 1 ( -i }) ! 1 •(-i 6) ! ~ 2 (-~ 6) I -1( ~ -~） 

着｜到二1-LDI 0 （ー；；） 13 （－~ DI 2(-iと口止日二日一
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く，下腿振幅は著しく小さく振幅中心は前方に傾く．

1じは振幅小で，中心は背側に傾く．

健側 ・大腿正常p 下腿も正常であるが主主巡がある．

足は振幅正常，霊長1μ[i;中心はRl1r:側に傾く．

楓

30才で左大腿根部を切断しp 足遊動のものを12年間

f庭用しておる．

重量足側：義足は略ぽ杖の運動を行うp 膝関節は僅か

に屈曲する．大腿は振幅正常，振幅中心は筏方に 傾
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健側・大腿の振1/1;,¥LI見 でJJi;1111,¥1j1しは後方に傾く．下

腿振幅梢小，振幅中心はi七・，；；：；でp .）｛は振幅及び振幅中

心は共に正常であるが漸昇型である．

小括

股義足の歩行は全く杖の運動に一致する．足の巡動

は振幅小で，振幅中心は背側に傾く．健側の歩行は概

第26巻日本外科宝函

症例3 楓男 41才 （図15)

29才で左股関節を維断しp 足iii動のものを12年間使

用しておる．

義足侭IJ 茶J己U.卜lのi'lrn'Jに一致する．大腿は振幅小

でp振幅中心It後方に傾き，下腿は振幅中心は前方に

傾く．足は振柄小3 その中心は正常である．
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ね正常であるが，下腿に主主巡があるか足執が漸昇型で

あるかであってP その 1例では遜巡と漸昇とが同時に

見られた．この下腿途巡は義足を中心に上半身がこれ

に伴わず健側下肢が前進する為にpR義足側の推進及び

遊脚と共に上半身がおくれて前進する為であり，足車由

の漸昇は腰を挙上させて義足の振子運動を容易にする

為である（表5及び表6). 

6.総括及び考按

一般に義足歩行は正常歩行と異なった異常歩行（肢

行）である．下腿義足は正常に近似し，大腿義足p 股

義足は杖の運動に似ている．尚健側もえこの義足の運

動を容易にする為に正常と異なった運動を行い，両者

相倹って異常歩行をとる．

歩行の巧拙は例外はあるが，切断部分が少なく ，義

足使用期が幼少より長期に及んでいる ものほど巧妙で

ある．

考按

健反者の歩行は各人各様で，そのさt：き癖はあるにし
ても，略ぽ同様の歩行を行うものであるがp 下肢各部

の切断者は作られた義足を下肢の一部としてP その義

足によって各自歩き方を習得するので，義足の製作に

は整形外科学的見地からしてもp 義足製作技術の見地

からしても重大な責任があるものでF 使用者からして

見ればp その歩行状態が奇異なものであっても歩きよ

いもの長途歩行にも疲労しないものがよし、かも知れな

いが，然し義足歩行を正常歩行同様にして初めて完全

なものである．義足だから歩行が異常であると云う安

易な諦観から吾々は目覚め，あくまで義足による異常

歩行は整形外科医の責任と感ずべきである．この意味

で義足歩行を検査して見ると，与えられた義足によっ

て患者は歩行を適応させるのであるから「義足は良い

のだが患者の歩き方が悪いJと云う云いのがれをせず

義足の改良と研究を続けるべきである．

歩行状態の所見に振幅の大小，振幅中心の傾きを述

べているのは総て正常歩行と比較しての変化である．

又ストロボ写真診断で下腿の建巡，足の漸降，漸昇墜

落（図16）等の言葉を用いたのは，例えばX線フィル

ムの診断にその特有な学術語があると同様にこのよう

な術語が必要となって来た．

下腿輸の法巡は下腿が上体の前進に伴わず前万に出

過ぎた時の接床期の症状であり，叉下腿が前方に出過

ぎない場合でも上体を前に出すのが遅延する時にも起

るものである．

足車由の漸昇は，これによって腰部を挙上させ他脚の

推進，遊動を容易にする為に起る．

足軸の漸降は着床時，限がついて後，足尖がその直

後に床に着かず暫時時間を要するもので義足に特有な

ものである．

足軸の墜落型は腹によって，義足を着床位置の上ま

図 16

a. 下腿豹iiの~巡

b. 足輸の漸！存型
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c. Jt q4hのr~ui:f/-1~~

d. 定戦の墜落型

で移動して後，墜落状に足執を落す型である．

下腿義足歩行で義足側の大腿の振幅が一般に大であ

るのは義足側股関節が推進期に屈曲する事なく屈曲が

おくれるのとp 着床前に膝が挙り過ぎるのによるもの

で，両者合併する場合と，その一つがある場合とがあ

るがp 両者合併する場合は大腿の振幅大で振幅中心は

正常であり，義足側股関節の屈曲がおくれるだけであ

ると振幅中心は後方に傾き，膝が高く挙り過ぎるだけ

であると振幅中心は前方に傾く．

足の振幅中心が背側に傾くのは推、進時に足に蹴るカ

が著明でないゐである．

大腿義足は少くとも股関節が運動するのであるか

ら，杖の運動状態に止まらずF 股関節の屈曲角度に応

じて膝関節p 足関節の生理的運動を惹起する生理膝，

生理足の接手に就いて研究の必要を痛切に感ぜられ

る．この点生理膝つぎ手のある義足の歩行者が見当ら

ず検査し得なかったのは残念であった．追って他の機

会に論述し度い．投義足は腰部を振る事による振子運

動であるから，現在の遼動以上のものは期待出来ない

にしても，これもオートメーシ司ン式に義足が遊脚期

に膝関節の屈曲を起すように出来ないものかと考えら

れる．

世上あらゆるものにコンクールがありp 種々な見地

より採点して等級を定めるものであるがy 義足歩行者

にもp その歩行に巧拙があるので，その順位を定める

一’＇1':としてP 表2より下腿義足歩行者の歩行状態を下
肢各輔の振幅i振幅中心より12に区別して全ベて正常
なものを 100点とするが， 健康者正常歩行に於ても全

部正常とはならないから，その許容点数8点を増しP

総点数を108点としてP これの1/12は9点であるから，

正常を 9点，梢を 5点，異常を 0点としF その他i新
降p 漸昇を一 2点p 法巡をー 5点と仮りに採点してP

下腿義足歩行者の採点を試みると表2の評価のように

第 l位伊藤，第2f立平弘、，第3位二橋，第4位天野，

第5位本城，第6位有田となる．実際その歩行状態を

総体的に見て，この順位はうなづかれた 新る採点の

仕方には尚考慮の余地があるとしても理論的に点数を

以て評価出来るのは有意義であると考へる．

従来裳肢歩行の評価は，患者の歩容，その疲労の程

度等漠然たる観点からなされていた．

吾々は上述のように，義肢歩行をストロポ写真を応

用して詳細に分析しP その結果から歩行を一定の基準

のもとに数学的に表現する即ち義肢歩行の評価を客観

的尺度によって表わすことに成功した．このことは只

に義政歩行の評価のみにとどまらずp その使用する義

肢の構造並びに機能をも評価し得る可能性を官するも

のであってP 今後の義政製作技術に対して一つの新し

い指針を与えるものと信ずる白

7.結論

7¥・ は々下肢切断後義肢を用いて歩行するもの14名を

下腿義足，大腿義足p 股義足に分けてストロボ写真に

より，歩行状態を調べて次の事を知った．

1) 歩行状態は切断が少いほど又使用期間の長いほ

ど歩行は巧みである．

2) 下腿義足は正常歩行に近似するがp 義足側大腿

の振l隔僅かに大きし足は肱屈が不十分で，下腿に遂

巡の見られるむのがある．

3) 大腿義足は義足装着部に周曲が見られ義足は略
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ぽ一直線をなして杖の運動に似ている． 閲を賜った来須教授p 保田助教授に深尽な謝意を表わ

すと共にp 教室各位p 平安義肢製作所並に益肢使用者

各位め御協力に深謝致します．

4) 股義足は完全に杖の運動に一致する．

5) 杖の運動は正常大腿運動と正常下腿運動の中聞

を行くものである
交献

6) 各種義足歩行が正常歩行と異なる点を指摘し

てP義肢の改良に余地ある所を認めた． 既に著者山田論述のストロポ写真による下肢歩行の

研究（第l報）（日整外誌31巻7号）及び（弟2報）

（京都府医大雑誌 60巻 4号昭31）に記載せるを以

て省略す．

7) 義荻歩行の巧拙を採点方法により評価を試み

fこ．

稿を終るにあたって，終始御指導p 御鞭縫並に御校
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